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　紅酒 、 紅紬の製法及び之に關係す る菌類の Monascus
，
　Yeastに就ては著者一人、佐藤が既

に研究の 上發表せ り。

　紅酒は製造後 ある
一

定期間支那産の矼 （陶器製品容量15升） に詰 め密閉 し貯藏後老熟を待

ちて製品 と して販賚す 、 然 る に製 品 として壜詰後に至 りて溷濁 し販賣 不適 品 とな る こ と屡々

な 凱 而 し溷濁後販賓不適品 とな りて も含有成分には 大な る燮化 な く只商品 として 不適當 と

な るの みな り、

　漏濁老紅 酒中の細菌 と清酒火落菌 との關係に就ては 農學士小松重 一氏等既に研究 の上發表

せ られtc　P ， 余 等 も夊 これに關 し少 し く實験 した るを以て その 結果を簡單なが ら報告せん と

す 、 余等は老紅 酒溷濁に關 しその原因を化學的作用 と細菌の繁殖 に由 る揚合 と二 つ に 就て 研

究せ り。

　〔1〕　｛七學的作用に よ る溷濁

　ブ ドウ酒の溷濁 に關す る研究を見 るに ブ ド ウ酒中に含有せ らる 玉賊 、燐酸及 び察氣中の酸

素の化學反應に よ りて溷濁を生 す る揚合屡 々 な りと報告せ らる 、 故 に余等 も夊溷濁老紅酒中

の 無機成分 に就て 試驗せ b、 即ち溷濁老紅 酒の多量を注 意 して濾過 し沈澱物を集め この沈澱

物に就て 次の試験を行ひ k り 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　1． 沈澱物は水に は 全 ぐ溶解せす

　2． 沈澱物を白金 皿 に と り焔上に て 燒 くに 白煙を生 せ す 、 叉有機物の 特臭な し

　3．　 沈澱物を稀鹽酸或は稀硝酸に とかす時は容 易に溶解す

　此の溶液に就て 黄血鹽に よ る鐵の 反應を檢す る に容易に 且明か に Prussian　blueの鐵鹽特

有の反應現 出す 、 又此 の溶液に モ リ ブ デ ン 酸液を加 へ る時は容易に黄色の燐 モ リ ブ デ ン 酸の

沈澱 を折 出す 、故に 上記 の老紅酒の溷濁物は有機物 にあ らす して ，JUの一部は燐酸鐵 なる無機

物な る こ と明 らか な りQ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t
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　〔il〕　人工 的 によ る老紅酒の 溷濁

　健全透明なる老紅 酒に可及的に磨 き錆落 しナこ る鐵板の 小片を吊 し浸漬 し置 く時は普逋の室

温 にて 2〜 3時間に して溷濁 し始め遽に 白濁沈澱を生 じ 、 この揚合 60〜70°C に加温す る時は

反應は急速に起 り白濁を促 進す 。

　この 物は多少悪臭を發 し沈澱献態を瞼す る時 は壜詰後短時 日 に起 る老紅 酒の溷濁 と同樣 な

る現象 を呈す 。

　この人工的に溷濁せ しめた る枕澱物を集め上記 と同樣なる反應を試み る に 、 明か に鐵及 び

燐酸な る こ とを容 易に確め らる 、

　⊂皿〕　過酸 化水素に 由 る沈澱

　ブ ド ウ酒 中の 燐酸鐵の沈澱 を促進且 つ 檢する た めに過 酸化水素溶液を少量添加せ ぱ壜詰後

溷濁を來たす恐 れあ る過剩の燐酸鐵 を含有す る ブ ド ウ酒は溷濁反應急速 に起 る と云 ふ 、

　一定量の透明なる老紅酒 に30％の H ，
・O ，

・溶液を極 く少 量 （老紅 酒 IOOc£ に對 し10滴内外 ）

を 添加 し少時 聞室 氣中に放置せ ばや は り溷濁を生す 、

　〔  〕　紅酒中 の 燐酸量

　紅酒 中の燐酸 を常法 0）モ リ ブ テ ン 酸法 に よ りて 定量す る に 紅酒 100ec中に P20 ， と して 、

0．038gr含有す叉紅 酒製造用原料米の臺灣産長糯玄米中の燐酸量を檢す るに灰分 100分 中P2q

として約 50％の多量含有 す、故 に この原料米 を使用 して製造 しtcる秤酒 中に無機酸 と して 燐

酸の含有せ らる N こ と明か な り、 （農學 士 牟 田邦基氏の老紅酒 中の酸の試驗の際に無機酸 と

して燐酸を含有す る こ とを報告せ られ た り）而 して紅酒製造中の操作をみ るに容器 として種

々 な る鐵 タ ン ク を使用 し且 つ 仕込水中に も鐵を 含有 す 、

　故 に これ等の もの が戊應 して 燐酸鐵の化合物を生 す る こ とも既知 の研究に よ り明かな り34

室氣 中の酸素 も上記 H202 の實驗に よ りて も沈澱を促逕せ しむ る ことも推考 せ らる 、

　故 に壜詰後短時 H の急逋 に起 る溷濁現象の一つ の原 因は老紅 酒中に含有せ らる S 燐酸鐵の

化學的作用な る こ と明か な り、 壜詰後溷濁 した る老紅酒の化學 的生分は次の如 し。

分　　折　　表

透明な る健全紅酒

題
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　 Alcohol　 　 La ｛此ic　　 Extraet

　 　 　 　 　 　 　 aeide

　 　 18．5　　　　　　　0．36　　　　　　0．905

上記 の紅 酒を溷濁せ しめた る もの

　 Alcollol　　　　　　I」actic 　　　　　　Extract
　 　 　 　　 　 　 acide

　 　 I8．3　　　　　　．0」36　　　　　　0．770

〔V〕　微生物 に 由 る溷濁

TotalnitrogenO

．04フ2

TotalnitrogenO

．0472

PlvteinnitrogenO

，0065

Proteinn
董troge 匸1

0．0065

PiOs

O．038

PtOs

0．022

72｝

Precipitate

nitmgen

　 　 O

PreGipitate

nit じogen

　 　 o

　溷濁せ る老紅酒 中には 臭氣を發す る ものあ iJこれ に醋酸鉛 の試驗紙 を接すれば僅か に黒變

す故に 硫化 水素 を發す る もの と推 せ らる 、

　溷濁老紅酒 を遠 心分離器に依 りて 沈 澱を集め こ の沈澱物を儉鏡せ ば多數の バ ク テ リ存在す

然る に こ の細菌を李面培養に よ D分離培養す る こ と中 々 困難に しτ未だ に適當なる培養基及

び方法を見 出すに 至 らす 、

　農學士 山崎何惠氏は 清酒火落菌培養法 として 豚 、 牛 、 馬の肝藏 を用ひ好成績を 得火落豫知

法 として 之が應用 を推擧せ らる 、余等 も叉 この 方法を老紅酒 に應用 し一つ の暗示 を得 た るを

以て その 結果 を少 しく逋 べ ん 。

　〔vr〕 培 養 基 の 調 製

　新鮮な る 市販の 臺灣豚の 肝藏を水洗 し3cm 位の 角形 に切 り 1〜 2％の NaCl 溶液中にτ 1時

間沸騰せ しめ後水洗 し小片 に切 り綿栓の殺 菌せ る フ ラ ス コ 中の 1〜 2％ NaCl 液に入れ常法の

如 く殺菌 し保存 し試驗に供 す。

　〔、H〕 肝 片 培 養 試 驗

　殺菌せ る綿栓の試驗管に上記 の肝藏片 2 ケ を入れ次の 3種の試驗を行 へ り

−

り
白

3

透明な る健全老紅酒 を上記の 試駿管に少量入れ 30°C の Thermostatに置 く

上記の老紅酒を 70°C 内外 に て 30分聞火入れ をな しナこ る紅酒を上記の 試験管 に 少量入

れ て 培養す 、 （30
°C ）

健 全なる老紅 酒を Berkefeld及び Chamberlandの 濾過 器にて 濾過 せ る紅酒 を上記の

試驗 管に入れ て 培養す 。 （30
°C）

1の揚合に は2〜3N に して 紅酒は 溷濁を始め逑に 白濁 し清酒の 火落の 如き曇 りの現象を 呈
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し檢鏡せ越形及大 きさ略 々 一定せ る多數の細菌を見 る數拾種の老紅酒 につ き同様 なる試驗を

行ひナc る も何れ の揚合に も同様なる現象 を發生す

　2、3の 揚合 に は何れ も溷濁せす且 つ 檢鏡する も細菌發生せす

　故 に老紅酒溷濁 の一原因は細菌に も關係す る もの と推せ らる

　か x る溷濁老紅 酒にあ bては Alcoholその 他の 含有成分に は殆ん ど燮化な く 只酸は多少

増 加 し從て隔は低 下す る傾向あ り、故に この細菌は 清酒火落菌 な どとは その性質異な る もの

に あらざるか と椎す。

　〔刪〕　暁 酸 と溷濁 との 關係

　老紅酒壜詰 めの際に
一定規格 よ り酸の 含有量多 き紅酒は炭酸石灰叉は炭酸加 里 を使用 し一

定酸度まで脱酸する揚合 あ り此 くの如き拐合に 於 て 脱酸作用が溷濁 を促進す るや 否や を試驗

せ り、 老紅酒 （lh3．32）を炭酸石灰に て 脱酸 し （肝4．12）兩者の老紅酒に就 て肝片培養試驗を

行ひtcるに脱酸せ る後者の老紅酒の分が溷濁 も早 くその程度 も甚 し 、 敬 に脱酸は夊細菌 にょ

る溷濁を促進せ しむ る傾 向あ り。

　匸皿〕　細菌に 由 らざ る沈澱現象

　上述 の如 く Berkefeld或 は chamber 　land の 濾過 器に て 濾過 せ し紅 酒及 び 70°C にて 火入

しナこ る紅酒は細菌の 繁殖を見ざ りき 、 故 に余等は製成當時 の新紅酒 に就き次の 如 き實驗を行

ひナこ り。

　新紅酒を Berkefeld及 び chamber 　land の 濾蓮器に て 濾過せ し新紅酒及 び火入したる新紅

酒の 肉眼的に は全 く透明なる もの を無菌 的に透 明な る殺 菌 フ ラ ス コ に入れ 密栓 し温 室に放置

す る に 、 1〜2 ケ 月 にて 肉眼的に見得 る溷濁な生 じ9＄　ILIの經る に 從ひて逑に沈澱す 、 この物を

邇心 分離器にて集め沈澱物を檢鏡す る に細菌は全 く存在せ す 、 不定形 、 非結晶質の黒褐色の

膠質物な り。

　之れ を集め乾燥秤量する に極 めて 微量に て80立の酒 よ ゆO・5grを得ナこ り。

　之に よ りて見 る畤 は紅 酒の溷濁現象は細菌及び金 屬 と酸 との化學作用以外 に膠質化學的に

も自然的に起 る揚合 もあ る と推せ らる 。

　これに 關す る研究は 第 2報 としてその
一部を報告せん とす 。

　以 上 の試験 に よ り老紅酒の溷濁防止の方法 として は鐵等の金 屬 と接す る こ とを可 及 的に 少

くす る こ と ・ 濾遇を完全に行ふ こ と、 70°C｛立に 火入れ遊〜行ふ こ と s す 。
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